水辺座談会開催報告
日 時：平成１８年３月１９日（日） １３：３０～１６：３０
場 所：なにわの海の時空館
はじめに 大阪府土木部河川室室長 EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(おおえ),大江)　EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(とおる),徹)
[image: image1.emf]　○平成９年河川法改正。河川改修も自然の再生も住民の皆様とともに
進めていきたい。
○開催主旨。水辺の活動が、より一層、「広がり」「深まる」ことを目指して
今後の取り組みの方向性をみんなで考えるもの。
第一部 話題提供
[image: image2.emf]１．「小学校における自然体験型環境学習プログラムに関する研究」 大阪府立大学大学院 EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(しつ),失)

EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(お),尾)　EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(かよ),圭代)
○目的。小学校の屋外での自然体験型環境学習の実態を捉えるとともに、
卒業生に与えた自然や環境に関する意識や行動の変化を探ることにより
環境学習プログラムのあり方を探るもの。
○自然体験による学習型が印象に残っているほど、自然や環境に対する
意識や行動に効果的に影響。
○学外空間での地域（専門家・地域の人々）と連携した学習機会の提供が特に重要。
○体験型、観察型、遊び型等の多様な学習型のプログラムを継続的に導入することが重要。
[image: image3.emf]２．「楽しい川の生き物調査」（社）淡水生物研究所 理事 EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(たに),谷)　EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(こうぞう),幸三)
○水生生物自然観察ガイドを用い、フィールドワークとして
「水辺の学校」を実施している。
○水生生物の形態、水質との関係、観察方法、水生生物に関する

クイズなどを交え、川の生き物調査の解説、楽しい川遊びの話題を提供。
３．「かわっぱと進める近木川遊縁地計画」貝塚市立南小学校教諭 EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(てらだ),寺田)　EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(のりよ),知代)
[image: image4.emf]○ここ３年間「私の水辺」大発表会の場で劇にて発表水シンポジウムにも
参加し子どもたちに自信がついた。
○活動の拠点として「川の分校」を計画中。
○近木川が子どもたちがいっぱい遊ぶ川になるようにと‘かわっぱ’という言葉をつくった。
○地域の方々から昔の川とのかかわり、歴史などを聞き取ったり、龍王伝説について調べた。
○地域の子どもと大人が知り合う機会があり、かわっぱも参加。
○子どもたちの近木川（地域）への関心・愛着が生まれてきている。近木川をきれいにしたい、大切にしたい
という気持ちが芽生えている。
○総合学習から始まり、課外クラブとして活動、さらには地域の方々との交流による活動へと展開している。

[image: image5.emf]４．「感動できる水辺を子どもたちに」大阪府立西野田工業高校教諭 EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(おがわ),小川)　EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(りきや),力也)
○淀川のイタセンパラなどについて研究。
○川遊びには発見があり、探求心が生まれ、知恵をつけ、
また発見へとつながっていく。
○生きものが快適に生息できる水環境が減少した。
河川改修に伴い、治水、利水のみならず河川敷の利用（ゴルフ等）を
考慮したことにより、従来の健全な水環境を喪失させた。
○川にとって何が大切かを流域住民自身が考えることが重要。自然体験のない子どもたちが社会の中心になっ
たときに不安。
○子どもたちが感動できる水辺を取り戻し、水辺の生きものを追いかける子どもの歓声が聞こえるような風景
を期待したい。

[image: image6.emf]
５．「大阪府の水辺学習の取組」大阪府土木部河川室主査 EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(もりわき),森脇)　EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(ひろゆき),裕幸)
○河川法改正に伴い、「河川環境の整備と保全」を追加、
「府民の意見を反映」を義務付け。
○パートナーシップによる川づくり。出前講座（河川・治水などの学習）、
水辺の学校（フィールドワーク）などの紹介。
○「水辺環境学習の課題」として、支援体制、活動プログラム、学校の理解など
○「私の水辺大発表会の課題」として、発表会が目的化、発表団体の固定、学校の先生の負担、発表レベルを
気にしての参加辞退など
～佐保川生き物ハンドブック～ 大阪府茨木土木事務所国際文化都市関連事業建設事業所 EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(あらい),荒井)　EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(あつし),敦)
[image: image7.emf]○他自然型河川改修を計画中。そのために、自然環境の調査を実施し、
地域の方々とともに計画を検討。
○調査のとりまとめ成果として、小学生を対象に今回のハンドブックを
作成した。
[image: image8.emf]第二部 座談会 コーディネーター／大阪府立大学教授 EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(ますだ),増田)　EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(のぼる),昇)
座談会メンバー／別紙（水辺座談会メンバー紹介）
「子どもの水辺活動を支えるために」
～水辺環境学習のあり方・「私の水辺」大発表会の今後～

増田：今回、初めての取り組み。本日は意見交換の第１歩。
意見シートを基に、子どもの水辺環境学習を支えるといった視点で順次お話いただく。
時間があれば私の水辺発表会の今後についても意見交換（議論は実行委員会で実施）。

有馬：子ども及び自然観察のあり方を研究している。
生きものの名前は教えない。まず、見て、自分で名前をつけさせる（図鑑を使わない）。
本物の環境学習の場を子どもたちに提供することが必要。先生が率先して水に入るなどの環境づくりも重要。

[image: image9.emf]
美濃原：長瀬川をフィールドに環境学習支援を実施。
学校との関係づくりに苦慮している（先生の異動など）。
水辺環境学習を実施する（水辺に近づく）ためには、
多くの関係者の理解・協力が必要。
子どもの水辺活動を大人、学校がフォローしてあげることが必要。
ポスターセッションは、絵一枚でも発信することができるのでいい仕組み。

増田：「私の水辺」大発表会は、学校行事を中心に発表する傾向。
もう一つは地域に根ざした社会学習があり、継続性を考えると地域との関わりが重要では。

平山：大阪水かいどう８０８で活動。
道頓堀川について、ここ数年人々が「川」を向くよう環境が変化。真珠による水質浄化に取り組んでいる。
現在、川の清掃にもはまっている状況（アドプト・リバー）。
地域住民の人々が川に近づくことが川をきれいにすることにつながる。
水辺環境学習について、土木部局・教育部局がさらに関与することが重要。
辰谷：文部省・国交省・環境省で子どもの水辺環境教育の取り組みが始まった流れを受け、府においても「水辺の
学校」「私の水辺」大発表会などを推進。発表会について、やや広がりが薄くなっているように思われる。

藤川：総合的な学習の時間について、今の流れも大切という意見もあり、まとまっていないのが現状。
大きな項目として「国際理解」「情報「福祉・健康」「環境」の４つ。「国際理解」では多くの学校が英語を実施している。「環境」をテーマにするのは４年生が多く、小学生では56％、中学生では39％。
「環境」にはすごく関心があるが、近くに水辺があるという条件が必要であり、また、関心のある先生（指
導者）がいないと実施にいたらない。さらには、地域の人々や水辺活動団体の協力を得られることが理想で
はあるがなかなかうまくいかないのが現状。

高山：恩智川環境ネットワーク会議で活動。
川には上流から下流までさまざまな形態がある。
川の清掃を実施しているが、川へ降りるのに大変。関係機関との調整も必要。
「私の水辺」大発表会においては、恩智川の発表がない。というのは近づけないという状況のため。近くに
水辺があるのだが。恩智川のワークショップで学校付近は水辺環境学習ができるような構想を作成した。
行政において、環境学習が実施できるようなメニューづくりがあればありがたい。

牧野：箕面川を８年間子どもたちと調査研究。夏休み自由研究として実施。
身近に学習素材があることを認識することが重要。できることから始め、無理なく続けることが大切。
観察し、調べ、まとめることの積み重ね。話合う（聞き、伝える）ことも大切。

吉岡：「水辺の学校」「私の水辺」大発表会をそれぞれ３回取り組み。今回全校生徒45 名で発表。
本校は、総合学習が始まる前（20 年以上前）から「清溪広場」と名称で全校生徒で活動を実施。
水辺環境学習について、子どもたちの興味関心から調査行動していきたい。川とつながりのある「里山」に
[image: image10.emf]ついてもその保全、人々の日々の暮らしなどについても実施していきたい。

石井：高瀬川で地域の方々と一緒に清掃活動を15 年前に実施。
子どもたちにも呼びかけて清掃活動に参加した。
子どもたちとともにホタルを育てる活動を実施。
「水辺の学校」では、茨木土木事務所の温かいサポート（学校のみではできない）があった。
また、担任が変われば継続できないのでは意味がなく、全校生徒による取り組みへと展開。
「私の水辺」大発表会について、参加校が増え、発表内容も深まり・広がりがあるように思える。
一方、学校側は発表内容を模索しているようであり、行政・地域の支援を得て活動をすることが、幅を広げ、
継続も可能であり、発想の転換もできる。また、総合学習だけでなく、教科での位置づけも実施している。
水辺環境学習が広範な人のつながりをつくる学習となればよいと思っている。
～会場から～
[image: image11.emf]堺市立神石小学校 片山誠治
「私の水辺」大発表会については第２回から参加。行き詰まりを感じる。
第２回は学校以外の団体などさまざまな取り組みの発表があり、
そうするべきだと思う。
他校との交流（先生同士・子ども同士）もできていない状況。
ポスターセッションも改善の余地あり。
プレゼン・ポスター（展示コーナー型）一体となった会場で行い、子どもたちだけでなく、行政・NPO な
どの展示ブースも設け、多様な団体が交流できる運営が望ましい。

「私の水辺」大発表会実行委員会実行委員 橋本夏次
地域の子どもたちに今ある自然を見つめなおし、価値観の共有を図る。
地域の人々がどういう形で生活環境守ってきたかということに焦点をあて、子どもたちに情報提供している。
地域の方々に子どもたちの活動を知ってもらい、子どもたちの望む活動の場、情報提供を実施していきたい。
【意見交換の整理】
増田：本日は、まとめということでなく、お互いに言った意見についてまず聞く耳をもったという段階。
今回の意見交換を基に次へと展開。
「地域」「生活」と言う言葉がでてきた。生活している空間のなかでいかに地域とのかかわりをもっていくか。学校、行政、NPO だけで完結するのではなく、地域という実空間があり、生活を通じた中でどう自分の住んでいる環境とかかわりあっていくのか。
この座談会の場をもって、名刺交換、交流をしていただければよいのでは。
おわりに 大阪府土木部河川室河川環境課長 EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(たつ),辰)

EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(たに),谷)　EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(よし),義)

EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(あき),明)
○本日集まりいただいた方々の連絡先等をまとめるとともに案内させていただき、今後の情報交換の場として展開できればと考えている。
○「私の水辺」大発表会についても、ご意見いただいた点を踏まえ、実行委員会において検討していきたい。
※敬称略__
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